
２

反
対
討
論

（
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
）

賛
成
討
論
（
自
民
ク
ラ
ブ
）

　

来
年
１
月
よ
り
利
用
開
始
を
迎
え

る
共
通
番
号
制
度
は
、
法
で
厳
密
に

個
人
番
号
の
利
用
範
囲
を
規
定
し
て

い
る
が
、
そ
の
範
囲
内
（
番
号
法
第

９
条
第
２
項
、
第
19
条
第
９
号
、
第

19
条
第
14
号
）
で
市
が
条
例
を
定
め

れ
ば
、
個
人
番
号
の
独
自
利
用
等
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。　

　

今
回
の
議
案
は
、
市
が
番
号
制
度

を
利
用
す
る
に
当
た
っ
て
、
必
要
だ

と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

こ
の
番
号
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
度
々
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、

様
々
な
問
題
点
が
あ
り
制
度
そ
の
も

の
に
反
対
で
あ
る
。

　

政
府
の
説
明
で
は
「
公
平
・
公
正

な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
税
と
社
会
保
障
、
災
害
対
策

の
３
分
野
で
利
用
す
る
」
と
し
て
い

た
が
、
法
未
施
行
の
段
階
で
、
預
貯

金
口
座
へ
の
番
号
付
番
、
メ
タ
ボ
検

診
・
予
防
接
種
デ
ー
タ
へ
の
番
号
の

紐
づ
け
等
の
拡
大
法
案
が
今
年
９
月

３
日
に
成
立
し
て
い
る
。
今
後
も
、

政
府
の
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
本
部
が
作
成

し
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
利
活
用

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
は
、
戸
籍
、
保

険
証
、
医
療
等
、
税
・
社
会
保
障
・

災
害
対
策
の
分
野
を
大
き
く
超
え
る

利
用
拡
大
が
示
さ
れ
て
お
り
、
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
テ

ロ
対
策
に
も
利
用
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

利
用
範
囲
が
広
が
れ
ば
便
利
に
な

る
が
、
常
時
携
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
為
、
落
と
し
た
り
紛
失
し
た
り

す
る
危
険
も
増
え
る
。
い
っ
た
ん
番

号
が
漏
れ
れ
ば
、
被
害
は
深
刻
に
な

り
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。

　

12
月
14
日
、
自
治
体
の
個
人
情
報

流
失
事
件
と
し
て
は
過
去
最
大
の
堺

市
職
員
に
よ
る
全
有
権
者
約
68
万
人

分
の
個
人
情
報
流
失
事
件
の
報
道
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ど
ん
な
に
罰
則

を
強
化
し
て
も
人
為
的
な
情
報
漏
え

い
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

通
知
カ
ー
ド
の
配
布
が
始
ま
り
、

日
本
郵
便
は
大
阪
市
天
王
寺
区
の
一

部
地
域
な
ど
の
カ
ー
ド
の
作
成
漏
れ

が
あ
っ
た
地
域
を
除
き
、
配
達
が
完

了
し
た
と
12
月
17
日
発
表
し
た
が
、

11
日
に
新
た
な
作
成
漏
れ
が
見
つ
か

っ
た
秋
田
、
静
岡
、
滋
賀
県
内
の
５

市
町
の
配
達
状
況
は
未
確
認
と
の
こ

と
だ
。
配
達
が
完
了
し
て
も
受
取
人

不
在
で
、
郵
便
局
で
の
保
管
期
限
後

に
自
治
体
へ
返
送
さ
れ
た
通
知
カ
ー

ド
は
、
全
体
の
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
に

当
た
る
５
７
６
万
通
余
り
。
埼
玉
県

内
で
は
約
22
万
通
で
、
八
潮
市
で
は

（
12
月
17
日
現
在
）
３
５
６
９
通
が
返

送
さ
れ
、
こ
の
う
ち
受
け
取
り
済
み

は
８
６
２
通
と
い
う
状
況
だ
。
来
年

１
月
か
ら
運
用
開
始
な
の
に
年
内
に

通
知
カ
ー
ド
さ
え
受
け
取
れ
な
い
人

が
続
出
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　

番
号
制
度
を
め
ぐ
り
、
厚
生
労
働

省
の
シ
ス
テ
ム
設
計
契
約
に
絡
む
収

賄
容
疑
で
厚
労
省
職
員
が
逮
捕
さ
れ

た
が
、
番
号
制
度
は
Ｉ
Ｔ
利
権
の
た

め
の
推
進
で
は
と
の
懸
念
も
抱
か
せ

る
。

　

法
定
受
託
事
務
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

漏
え
い
に
よ
る
番
号
変
更
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
国
は
示
さ
ず
、
自
治
体
に
よ

っ
て
対
応
に
差
が
出
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

個
人
番
号
に
絡
む
実
害
を
伴
う
詐

欺
も
起
き
て
お
り
、
今
後
、
更
に
深

刻
化
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
避
難
先
登
録
期

間
が
わ
ず
か
１
カ
月
と
短
期
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
加
害
者
宅
に
通
知
カ

ー
ド
が
届
く
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。　

　

カ
ー
ド
券
面
に
性
別
等
が
記
載
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々

へ
の
人
権
侵
害
の
可
能
性
、
視
覚
障

が
い
者
が
、
点
字
表
記
が
な
い
た
め

自
分
の
番
号
を
読
め
な
い
等
の
問
題
、

民
間
事
業
者
の
準
備
不
足
、
ネ
ッ
ト

接
続
の
都
道
府
県
集
約
化
の
遅
れ
に

よ
る
自
治
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
問
題
、
機
能
し
て
い
な
い
個
人
情

報
保
護
措
置
等
、
運
用
開
始
に
値
す

る
準
備
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
、
こ
の
ま
ま
利
用
を
開
始
す

れ
ば
矛
盾
や
混
乱
が
更
に
広
が
る
恐

れ
が
あ
る
。

　

こ
の
共
通
番
号
制
度
を
巡
り
、
12

月
１
日
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害

と
し
て
全
国
５
箇
所
で
一
斉
に
違
憲

訴
訟
も
提
訴
さ
れ
た
。

　

国
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
３
０

０
０
万
枚
分
に
上
積
み
す
る
方
針
を

示
し
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
は
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

取
得
は
あ
く
ま
で
も
任
意
」
と
強
調

し
、
発
行
枚
数
を
増
や
す
た
め
の
カ

ー
ド
取
得
勧
奨
な
ど
は
絶
対
に
し
な

い
で
欲
し
い
。
ま
ず
は
、
来
年
１
月

か
ら
の
運
用
を
延
期
し
、
廃
止
も
含

め
た
検
証
を
行
う
べ
き
だ
。
以
上
、

申
し
述
べ
て
反
対
討
論
と
す
る
。

　

議
案
第
１
０
４
号
「
八
潮
市
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、

賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
い
た
し
ま
す
。

　

本
議
案
は
、「
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
八
潮
市
に
お
け
る
個
人
番
号

の
利
用
と
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
、
番
号
法
に

掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
事
務
に
お
い
て

も
個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
市
民
の
皆
様
の

利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
内
部
で
現
在

行
わ
れ
て
い
る
個
人
情
報
の
利
用
を

引
き
続
き
行
う
た
め
に
も
必
要
で
あ

り
、
本
条
例
の
必
要
性
は
十
分
に
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
の

向
上
の
た
め
に
様
々
な
検
討
を
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
個
人
番
号
・

特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
き
ま

し
て
は
、
十
分
慎
重
に
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

賛
成
の
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

平成２8年（２０１6年）2月

　

現
在
、
夜
間
中
学
は
全
国
８
都
府

県
に
31
校
し
か
な
く
、北
海
道
、東
北
、

北
関
東
、
中
部
に
加
え
四
国
や
九
州

に
は
、
自
主
夜
間
中
学
は
あ
っ
て
も
、

夜
間
中
学
校
は
１
校
も
な
い
状
況
で

す
。
全
国
夜
間
中
学
校
研
究
会
の
推

計
に
よ
る
と
、
15
歳
を
過
ぎ
て
義
務

教
育
が
修
了
し
て
い
な
い
者
は
、
百

数
十
万
人
に
も
上
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
現
在
、
夜
間
中
学
在
籍
者

の
う
ち
外
国
人
が
占
め
る
割
合
は
８

割
を
超
え
、
そ
の
約
６
割
は
日
本
語

の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
夜
間
中
学
で
学
ぶ
外
国
人
の
中
に

は
、
日
本
の
義
務
教
育
を
終
え
て
い

な
い
た
め
に
、
就
職
や
進
学
が
で
き

ず
困
っ
て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
は
言
葉
と
と
も
に
、

日
本
の
文
化
や
社
会
の
仕
組
み
に
つ

い
て
知
ら
な
い
と
、
長
く
住
む
上
で

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。
夜

間
中
学
の
現
状
か
ら
考
え
る
と
、
日

本
に
住
み
、
日
本
語
を
学
び
た
い
外

国
人
に
対
応
し
た
整
備
と
拡
充
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
夜
間
中
学
が

あ
る
地
域
に
お
い
て
も
、
入
学
要
件

が
「
市
内
在
住
」
も
し
く
は
「
市
内

で
の
正
規
就
労
６
カ
月
以
上
」
な
ど

と
な
っ
て
お
り
、
夜
間
中
学
が
開
設

さ
れ
て
い
る
市
外
に
住
む
方
々
の
就

学
の
機
会
が
制
約
さ
れ
て
い
る
状
況

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
、
治

安
の
改
善
に
も
資
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
政
府
が
掲
げ
る
一
億

総
活
躍
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
希

望
す
る
人
々
に
対
し
て
夜
間
中
学
へ

の
就
学
の
機
会
を
、
国
籍
や
居
住
地

等
に
関
係
無
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

以
下
の
夜
間
中
学
の
整
備
と
拡
充
の

た
め
の
取
り
組
み
に
対
す
る
迅
速
な

対
応
を
求
め
ま
す
。記　

１　

年
齢
や
国
籍
そ
し
て
居
住
地
に

関
係
な
く
希
望
す
る
誰
も
が
学
べ

る
夜
間
中
学
の
全
都
道
府
県
へ
の

設
置
を
促
進
す
る
こ
と

２　

夜
間
中
学
に
お
け
る
日
本
語
教

育
の
た
め
、
教
員
の
加
配
を
含
め

た
専
門
家
の
配
置
に
、
国
と
都
道

府
県
が
連
携
し
て
財
政
支
援
を
行

う
こ
と

３　

義
務
教
育
未
修
了
者
や
在
留
資

格
を
持
つ
外
国
人
が
、
夜
間
中
学

の
情
報
を
入
手
し
や
す
い
よ
う
に

配
慮
し
た
広
報
の
展
開
や
、
低
所

得
者
に
対
す
る
授
業
料
減
免
な
ど

の
誘
導
策
を
推
進
す
る
こ
と

　　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
27
年
12
月
18
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣　

文
部
科
学
大
臣　

夜
間
中
学
の
整
備
と
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

意

見

書

　

定
例
会
最
終
日
に
、
掲
載
の
意
見

書
の
ほ
か
「
児
童
虐
待
の
防
止
に
向

け
た
体
制
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
は
、
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

用
語

討
論

　

討
論
と
は
、
表
決
に
お
け
る
賛

否
の
理
由
を
述
べ
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

討
論
に
は
、
１
つ
目
と
し
て
、

討
論
を
行
う
者
が
自
己
と
反
対
の

立
場
の
者
又
は
態
度
保
留
者
を
自

分
に
同
調
さ
せ
る
。

　

２
つ
目
と
し
て
、
討
論
者
の
政

治
的
立
場
を
明
確
に
す
る
と
い
う

役
割
が
あ
り
ま
す
。

「
八
潮
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て
」討
論
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

討 

論
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